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修士論文要旨
問題と目的
　Acceptance and Commitment Therapyでは介入
ターゲットの一つとして，言語行動の過剰な働きの影響を減
少させる脱フュージョンがある。Masuda et al.（2004）や
Luciano et al.（2011）の研究から，脱フュージョンエクササ
イズの効果が示されている一方で，エクササイズの種類に
よって脱フュージョンを構成する行動の要素が異なる可能性
があることが示されたと考えられる。そのため，脱フュージョ
ンには複数の行動クラスが存在していることが想定される。
そこで本研究では，脱フュージョンの行動クラスを測定する
尺度を作成し（研究１），作成した尺度に基づいて介入を行い，
その効果の検討を行うこと（研究２）を目的とする。
【研究１】　　　　　　　方法
対象者　私立の大学生282名（男性135名，女性147名，平均
年齢20.41，SD=1.36）を分析の対象とした。
指標　（a）脱フュージョン行動クラス尺度：研究１において
新たに作成する尺度，（b）CFQ-13（森本他, 2011），（c）認
知的統制尺度（甘利・馬岡, 2002）の下位尺度「破局的思考
の緩和」，（d）FFMQ（Sugiura et al., 2011）の下位尺度「体
験の観察」，（e）BADS（高垣他, 2010）の下位尺度「活性化」。
結果と考察
　脱フュージョン行動クラス尺度の原案において，探索的
因子分析を行ったところ，３因子22項目が抽出された。項
目内容から，第１因子を「選択と行動を促す」行動クラス，
第２因子を「私的出来事に対して自分を自覚する」行動ク
ラス，第３因子を「思考や感情と距離を取る」行動クラス
と命名した（以下「選択と行動」・「自分の自覚」・「距離取
り」）。これにより，脱フュージョン行動クラスは，３つの
行動クラスに区分ができることが示唆された。次に，３つ
の行動クラスと，それぞれに対応させた他尺度との相関を
求めた。その結果，第１因子「選択と行動」は「活性化」と
の間にr＝.57，第２因子「自分の自覚」は「体験の観察」と
の間にr＝.19，第３因子「距離取り」は「破局的思考との
緩和」との間にr＝.56の相関を認めた（p＜.01）。尺度の総
得点はCFQ-13（第１因子）との間にr＝－.22，CFQ-13
（第２因子）との間にr＝.39の相関を認めた（p＜.01）。特
に，「自分の自覚」は認知的フュージョンを測定するCFQ-
13の第１因子とは関連がなく，脱フュージョンを測定する
とされる第２因子との関連が見られたことから，脱フュー
ジョンにおいて特徴的な行動クラスであると考えられる。
【研究２】　　　　　　　方法
対象者　私立の大学生26名（男性７名，女性19名，平均年齢
19.80歳，SD=0.96）をランダムに３群（コントロール群
（８名），介入①群（８名），介入②群（10名）に振り分けた。
そのうち，ホームワークの記入をしていない４名を除外した。
指標　（a）脱フュージョン行動クラス尺度（川井他, 
2013）：研究１で作成した尺度，（b）日本語版CFQ（嶋他, 
2013），（c）BADS（高垣他, 2010）の下位尺度「活性化」
と「回避と反すう」，（d）日本版AAQ-Ⅱ（嶋他, 2013）。
結果と考察
　本研究で用いた技法が，脱フュージョンに想定される機
能の促進を図るものであったかどうかを確認するために，
各群において，脱フュージョン行動クラス尺度の下位尺度
を従属変数としたｔ検定を行った。その結果，コントロー
ル群においても私的出来事に対して自分を自覚する行動ク
ラス得点が有意に増加していた（p＜.05）。そのため，単
一のエクササイズであっても複数の行動クラスを促進させ
る可能性がある。また，今後の分析では介入①群と介入②
群の二群のみで解析を行うこととした。Pre期の回避と反
すう得点を共変量とし，群と時期の２要因の共分散分析を
行った。その結果，交互作用が有意であった（p<.01）。「選
択と行動」行動クラスを強調した教示を加えることで，教
示を加えない場合と比べて，私的出来事の持つ回避や反す
うといった機能を変容できる可能性があると考えられる。
総合的考察
　研究１では，脱フュージョンは，３つの行動クラスに区
分ができる可能性が示された。さらに，抽出された３つの
行動クラスは先行研究とほぼ等しいものになっていたこと
から，脱フュージョンを構成する行動クラスとして信頼性
が高いものである可能性が示された。研究２では，単一の
エクササイズであっても複数の行動クラスを促進する可能
性や，機能を強調してエクササイズを実施することで回避
と反すうに対して効果を増分できる可能性が示された。し
かし，脱フュージョンの機能的プロセスを質問紙で測定し
ている点や各群を弁別するための十分な手続きを取ること
ができなかった点は本研究の限界点である。今後，質問紙
の回答方法や対象者の工夫や個々の脱フュージョンエクサ
サイズが促進する機能を検討していく必要がある。
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